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2 設備設計に必要な調査・検討

(1)  EVバイクの利⽤実態、今後の利⽤⾒込み調査
(2)  EVバイクに必要な電⼒量の調査
(3)  充電電源⽤太陽光発電設備及び蓄電池の最適容量の検討
(4)  充電設備の設備能⼒検討
(5)  充電設備最適設置についての検討（箇所、場所）
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(8)  災害時の充電電⼒の地域開放に関する検討
(9) EVバイク導⼊によるCO2削減効果

３ 機器仕様
４ 設備運⽤スキームの検討

(1)  維持管理体制及び整備財源の検討
(2) 利⽤者料⾦徴収の検討
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1 業務の⽬的

⿅児島県においては，温室効果ガス排出量の⼤部分をエネルギー起源の⼆酸化炭素が占めてお
り、その中でも運輸部⾨の⼆酸化炭素排出量が最も多くカーボンニュートラルの実現に向けて、
運輸部⾨の脱炭素化が求められている。運輸部⾨の脱炭素化においては、モビリティの電動化に
加えて充電⽤の電源の脱炭素化も重要であり、太陽光発電等の再⽣可能エネルギーの活⽤が考え
られる。

⼀⽅で近年の再⽣可能エネルギーの急激な導⼊拡⼤により電⼒の需給バランスを保つために再
⽣可能エネルギーの出⼒制御の実施や系統容量の不⾜から新規の系統接続が制限される等の課題
も発⽣している。特に、⿅児島県においては系統容量の不⾜から、多くの離島で新規の太陽光発
電や⾵⼒発電の接続が難しい状況となっている。またカーボンニュートラルの実現に向けて住⺠
の⾏動変容を促すことも重要である。

このような状況を踏まえ、本事業では，離島を対象に住⺠にとって⾝近な移動⼿段である原動
機付⾃転⾞の電動化を進め、充電⽤電源の脱炭素化を図り脱炭素化に向けた住⺠の⾏動変容を促
すともに電動モビリティの充電⽤電源として再⽣可能エネルギーを⾃家消費することで新規の系
統接続が難しい離島において、系統に対する負荷を増⼤することなく再エネの導⼊を進めること
を⽬的とした。
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(1) EVバイクの利⽤実態調査，今後の利⽤⾒込み

2 設備設計に必要な調査・検討(1)

EVバイクの利⽤実態及び今後の利⽤⾒込みを調査するため、知名町、和泊町等へのヒアリング及び他所事
例の調査（EVバイクサービス事業者等へのヒアリング・現地調査）、沖永良部⾼校⽣徒へのアンケートを実
施した。アンケートにおいては、合計191件（1年⽣︓78件、2年⽣︓74件、3年⽣︓39件）の回答を得た。
なお、ヒアリング結果を踏まえ、本事業の対象は、⾼校⽣の通学⽤バイクとした。
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(2) EVバイク充電に必要な電⼒量の調査-1 

2 設備設計に必要な調査・検討(2)

①機種
EVバイクの機種については、関係各所へのヒアリング及びアンケート結果及びバイクのスペックを踏まえ、

ワーキンググループ（以下、WG）で協議し、⽣徒からの希望が多く、国内メーカー製で、航続可能距離が
⻑いHonda製の「EM 1e」とした。

②充電台数
EVバイクの充電台数については、アンケート結果を踏まえ、WGで協議し、利⽤が⾒込める20台とした。

EM 1e: [出典:本⽥技研⼯業㈱HP]

【WG実績】
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(2) EVバイク充電に必要な電⼒量の調査-2 

2 設備設計に必要な調査・検討(3)

③運⽤⽅法
EVバイクの運⽤⽅法については、アンケート及びWGの結果を踏まえ、以下のとおり設定した。

④充電に必要な電⼒量
EVバイクの機種、台数、運⽤⽅法を基に充電に必要な電⼒量を算定した。
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(3) 充電電源⽤太陽光発電設備及び蓄電池の最適容量の検討

2 設備設計に必要な調査・検討(4)

なお、本事業においては完全オフグリッドで充電を⾏うこ
ととしており、悪天候時の電⼒供給、余剰電⼒活⽤のため、
蓄電池を導⼊することとした。

NEDOの⽇射量データベース及び設定した運⽤⽅法を基に、発電量をシミュレーションし、
蓄電池の活⽤や需給のバランスを考慮した充電電源⽤太陽光発電設備及び蓄電池設備の最適
容量の検討を⾏い、WGでの協議結果を踏まえ、以下の容量とした。
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(4) 充電設備の設備能⼒検討-1

2 設備設計に必要な調査・検討(5)

充電設備については、他所事例調査結果、関係各所へのヒアリング結果を踏まえ、
WGで協議し、離島において再エネ電源を活⽤した導⼊実績があり、コンセントから
災害時も活⽤可能なラック式の充電⽅式とし、「EM1 e:」の専⽤充電器「Honda 
Power Pack Charger e;」を20台ラックに収納することとした。

Power Pack Charger e;[出典:本⽥技研⼯業㈱HP]

仕様[出典:本⽥技研⼯業㈱HP]



9

(4) 充電設備の設備能⼒検討-2

2 設備設計に必要な調査・検討(6)

以下のとおり、充電設備のシステム構成を検討した。太陽光発電設備は、駐輪スペースの有効活⽤のた
め、カーポート型とし、塩害対策として、太陽光発電設備は、重塩害仕様、充電設備及び蓄電池は、収納
庫内に格納することとした。

ソーラーカーポートイメージ

[出典：日栄インテックHP]
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(5)充電設備最適設置についての検討（箇所、場所）

2 設備設計に必要な調査・検討(7)

アンケート結果及び集落情報及び沖永良部⾼校との距離、関係各所との打合せ結果を基に運⽤ケー
スを検討し、⽣徒からの要望、利便性、レジリエンス対応等を踏まえ、WGで協議の上、設置候補場
所は沖永良部⾼校駐輪場跡地（１地点）とした。

駐輪場跡地
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(6) 導⼊コストの検討

2 設備設計に必要な調査・検討(8)

⾒積の徴収やカタログを基に、導⼊コストを検討した結果は以下のとおり。

(7) 維持管理撤去コストの検討
⽂献（「令和５年度以降の調達価格等に関する意⾒（調達価格算定委員会）」）や、メーカーへ
のヒアリング結果を基に、維持管理及び撤去までのコストの検討を実施した結果は以下のとおり。
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(8) 災害時の充電電⼒の地域開放に関する検討

2 設備設計に必要な調査・検討(9)

本事業で検討した通学⽤EVバイクの充電設備は、完全オフグリッドであることから、地域開放する
ことで災害による送電線系統の停電時であっても、家庭⽤電化製品やスマートフォン等への電⼒供給
が可能であると考えられる。

【災害時の運⽤】

・太陽光及び蓄電池により、充電設備のコンセントから、
EVバイク充電器⼜は家庭⽤電化製品へのAC100V電源の
供給が可能。

・EVバイクのUSBポートからスマートフォンやライトに
電⼒供給が可能。

・可搬型給電器を導⼊すれば、電気を必要とする地域へ
持ち運び、電⼒供給が可能

・今後、同じバッテリーを動⼒源とする他の製品ライン
ナップが増えれば、それらの機器への電⼒供給が可能

[出典:本⽥技研⼯業㈱HP]
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2 設備設計に必要な調査・検討(10)

(9) EVバイク導⼊によるCO2削減効果
想定⾛⾏距離及びガソリン排出係数を基にCO2削減効果を算定した結果は以下のとおり。
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３ 機器仕様
調査・検討内容を踏まえ、機器仕様を検討した。

蓄電池収納盤構造図（参考図） 充電器収納箱構造図（参考図） 蓄電池充電器収納庫構造図（参考図）

太陽光発電設備構造図（参考図）
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４ 設備運⽤スキームの検討

設置及び維持管理撤去の体制、整備財源の検討を実施し、「⿅児島県エネルギー対策課」「知名
町・和泊町」「⺠間事業者」が設置、維持管理撤去した場合のメリットとデメリットを整理した。
所掌については、今後関係各所で協議の上、決定する必要がある。なお、設置、維持管理撤去にあ
たっては、⼟地管理者である学校施設課と協議の上、許可を得る必要がある。

(1) 維持管理体制及び整備財源の検討
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４ 設備運⽤スキームの検討

利⽤者料⾦徴収の検討を⾏い、無料、サブスク、都度払いにおけるメリットデメリットを整理した。
料⾦徴収については、設置、維持管理撤去の所掌決定後に関係各所で協議の上、決定する必要がある。

(2) 利⽤料⾦徴収の検討


